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【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。 
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64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：32,33）

1. ほぼ全ての利用者が

70

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

1. ほぼ全ての利用者が

69

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

1. ほぼ全ての利用者が

68

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

59
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：20,40）

1. 毎日ある

66

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求め
ていることをよく聴いており、信頼関係ができてい
る
（参考項目：9,10,21）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：25,26,27）

1. ほぼ全ての利用者の

65

評価結果確定日 平成23年8月20日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://kohyo.fkk.jp/kaigosip/Top.do 　関門海峡が一望出来る高台にあり、周囲は緑に囲まれた住宅地という好環境に立地する1ユニットの事業所である。運営
者でもある施設長は、自らも介護現場に携わり、職員と共に汗を流しながら、入居者一人ひとりの思いや状態把握に日々努
めている。日課として、散歩やリハビリ体操、看護師によるリンパマッサージが実施され、身体機能の維持に努めている。また
食事や排泄については、日頃から一人ひとりの行動や様子を観察し、思いや意向にそった支援を行っている。医療面につい
ては、本人・家族の希望するかかりつけ医への受診を尊重するとともに、看護師が２４時間体制で、主治医と連携を図りなが
ら、日常的な健康管理、及び緊急時の対応を行っている。毎月事業所便りを発行し、情報発信を行うとともに、家族を交えた
食事会を定期的に開催する等、家族とのコミュニケーションの充実を図り、本人・家族の安心や快適の追及に努めている。今
後、地域との交流や運営推進会議の充実化について、更なる構想を描いており、今後の展開が楽しみな事業所である。

評価機関名 株式会社　アーバン・マトリックス　評価事業部　

所在地 福岡県北九州市小倉北区紺屋町４-６　北九州ビル8階

訪問調査日 平成23年6月25日

所在地 福岡県北九州市門司区青葉台6番1号

自己評価作成日 平成23年5月31日

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 4070100989 ・豊かな自然に囲まれて四季の移ろいを肌で感じられる閑静な住宅街に立地しています。・一日の始まりに
欠かせない散歩では小鳥のさえずりを聞きながら利用者、職員共々心豊かな気持ちになります。・ホーム
内は太陽の光がたっぷりと降り注ぎ明るく開放的な空間となっています。・そこでは利用者が日々の暮らし
の中で一人ひとりが役割をもって生活をし、知らずしらずのうちにリハビリが行えるよう工夫しています。・ご
家族を交えた定期的な食事会を持ち、ご本人の様子や日頃の生活ぶりをご家族に見て頂き交流を図って
います。・看護師を配置して健康管理に留意すると同時に主治医による定期的な訪問診療を行い、緊急な
場合に備えて24時間体制で医療の連携を図っています。

法人名 株式会社友愛エアシステム

事業所名 グループホーム　友愛

(株)アーバン・マトリックス　評価事業部



福岡県　グループホーム　友愛

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

下記の事項に重点を置いて取り組みを行ってい
ます。①．ご利用者に対して介助する側での立
場で物事を進めない。②．指導的態度や言葉使
いは絶対に避ける。③．ご利用者の精神的な自
立を尊重する。④．習慣や好みを熟知して職員
間で情報を共有する。

社協による生活相談員の受け入れが終了し
ました（当初１年、次２年）。現在は地域包括
支援ｾﾝﾀｰの担当者に現状報告・取り組み
など、なにかと相談にのって頂いています。

　特に地域包括支援センターと良好な関係が築
かれている。運営推進会議の運営方法や、ボラ
ンティアの受け入れ等について、報告・相談を行
う等、日常的に連携を図っている。また市介護保
険課主催の研修にも積極的に参加し、顔の見え
る関係作りに努めている。

原則行わないこと職員全員が周知しています
が、身体拘束に係わる事例を想定して、皆で検
討会議を行っています。判断に迷う場合のﾏﾆｭ
ｱﾙを作成して対応の手順を全員が共有してい
ます。例えば夜間、利用者が他の居室に侵入し
てきて迷惑をかけたり、相手に怖い思いをさせ
ないためには、どうすれば良いかなど。

　身体拘束については、職員間で事例検討を重
ね、禁止の対象となる具体的行為、及び弊害に
ついて、理解を深めている。マニュアルを作成し、
共有認識を図っている。

地域の民生委員、町内会長、地域包括支援ｾﾝ
ﾀｰ、家族会の方々を交えて、ホームの方針・活
動状況など報告し、またある１日の生活や行事
の記録、困難事例など紹介して、意見や気づき
を委員の方々に伺ってケアに活かしています。

　民生委員、町内会長、地域包括支援センター
職員、家族が参加し、２ヶ月に１回定期的に開催
している。入居者の近況や活動内容を報告し、質
疑や意見交換を行っている。参加者の日程調整
が困難であり、出席者も減少傾向にある。

　開催内容やメンバー構成について、更
なる展開を検討しており、内容の充実
化、構成メンバーの多様化に向けて方策
を練っている。その実現に期待します。

地域の人々が気軽に訪問でき、自由に交流
できる環境作りを行い、地域にも積極的に
出向いて交流しています。（町づくり美化運
動・ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ･餅つき大会等）

　美化運動や健康作りイベント、餅つき大会等、
地域行事には積極的に参加し、親睦を深めてい
る。またボランティアの受け入れや、公民館、福
祉センター等の公共機関を主体的に活用する中
で、日常的に地域住民との交流が図れるよう努
めている。

学童保育の一貫として学童を招き、その父
兄や教師、民生委員との連携を深めていま
す。

外部評価

実践状況

毎朝、朝礼時に理念唱和を行い、一つひと
つの行為が理念に基づくものか検証してい
ます

 　「私たちの願い」と題し、３項目からなる独自の
理念を設立時より、作り上げている。その内容
は、地域密着型サービスの意義を踏まえながら、
事業所の思い、熱意を感じるものとなっている。

自
己
外
部

項　　目
自己評価

1 (株)アーバン・マトリックス　評価事業部



福岡県　グループホーム　友愛

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己
外
部

項　　目
自己評価

8 （6） ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 （9） ○人権の尊重
法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用に
あたっては性別や年齢等を理由に採用対象から
排除しないようにしている。また事業所で働く職員
についても、その能力を発揮して生き生きとして勤
務し、社会参加や自己実現の権利が十分に保証
されるよう配慮している

14 （10） ○人権教育・啓発活動
法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

男女年齢を問わず。資格を有するにこしたこ
とはないが、その人の介護に対する考え方
や人間性を重視しています。また有識者の
研修会や講演会などに参加して社会参加や
自己実現の意欲が持てるよう努めていま
す。

　職員の募集・採用にあたっては、性別や年齢等
を理由に採用対象から排除することはない。本
人の考え方や誠実さを重視している。採用後も、
外部研修や講演会への参加を促したり、資格取
得者には、手当や厚遇を行う等、自己啓発の環
境作りに努めている。

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰの保護に対する介護ｻｰﾋﾞｽの均一化
を行うことによって知識を身につけます。またｻｰ
ﾋﾞｽの提供に際して知りえた利用者や家族など
の個人情報についても守秘義務を徹底していま
す。そのための具体的な事例をあげて勉強会な
ど行っています。

　代表者は、特にプライバシーの保護に重きを置
いた人権教育・啓発活動を行っている。守秘義務
を始め、記録物の取り扱いについて、管理を徹底
し、個人情報の保護に努めている。

毎月、定期的な会議を設けて問題点や新し
い提案など出し合い、改善すべき点があれ
ば改め、良い事例があれば、積極的取り入
れて実践しています。

　毎月、会議の場を設け、問題点について話し
合っている。提案や意見の出しやすい雰囲気作
りに努め、職員間の話し合いを経て、運営に反映
させている。また運営者も介護現場で、共に働く
ことで、日常的に職員の意見や思いの把握に努
めている。

運営者自身も介護職の一員であり、良く職
員個々の勤務状態を把握しています。定例
のｶﾝﾌｧﾚﾝｽの場では成功事例は皆で称賛
し、資格取得による手当や待遇を行い、各
職員の自己啓発に努めています。

契約書や重要事項書は難解な文章にせず、事
前に書類を利用者や家族にお渡しして、予め読
んで頂き、質問を受けやすくし、説明をする際は
十分に時間をかけて具体例をあげながら、わか
りやすく説明するよう努めています。

玄関先に、ﾎﾟｽﾀｰやその他の資料（外部評
価資料･外部公表資料）を展示しています。
また意見箱を設置して要望や介護相談に応
じ、ﾎｰﾑ運営やｹｱに反映させています。

　家族との食事会開催を始め、事業所便りの発
行や、運営推進会議録・外部評価結果資料等を
閲覧可能にする等、情報発信に努めながら、家
族が意見や要望を表しやすい雰囲気作りに努め
ている。また来訪時や、困難な場合は電話で、潜
在化する要望や不安に思うこと等を尋ね、運営
に反映するよう努めている。

成年後見の活用者１名。後見担当者の定期
的な訪問を受けて都度ご本人の身辺の状
況など打ち合わせを行っています。また担
当者を通じて、各職員が後見制度について
学ぶ機会も得ています。

　現在、成年後見制度活用中の入居者がおり、
毎月、後見人の訪問がある。これを契機として、
職員間には、より実践的な学びの機会が持た
れ、その結果、制度の必要性、及び内容の理解
が深まっている。

2 (株)アーバン・マトリックス　評価事業部



福岡県　グループホーム　友愛

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己
外
部

項　　目
自己評価

15 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

16 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
17 ○初期に築く本人との信頼関係
サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

18 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

19 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

21 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

22 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

ﾎｰﾑは家族と情報を共有して一方的なｹｱに
ならないよう家族の要望や不安を考慮しつ
つ、理解と協力を得ながら介護を進めてい
きます。

馴染みの人に会いたいとき、馴染みのお店に行
きたいとき、家族と連携をとりながら本人の希望
に沿うよう便宜を図っています。（直接訪問する
とか、ﾎｰﾑへ来て頂くとかまた遠方の方へはお
手紙を出すとか）行事やｲﾍﾞﾝﾄがあるときには招
待申し上げたりしています。

　家族と連携を取りながら、本人の馴染みの店や
場所を訪れたり、会いたいと願う人に会えるよう
支援している。困難な場合には、手紙を書いた
り、イベント時に招待する等、関係が途切れない
ように努めている。

大抵の入居希望者は独居暮らしが長く、家族は
一人でいると危険だという認識しかなく、詳細な
ことまでの把握がなされていないのが実情で
す。まずは当面の要望や不安なことへの対応か
ら始めて、徐序に新しい環境に慣れて頂くことに
努めています。

利用者一人ひとりの個性や意志を尊重し
て、特技や趣味が活かせるよう出番や役割
を分け合い、共に生活をしているという実感
を持って頂きます。

ｱｾｽﾒﾝﾄには利用者や家族から十分な時間を
取って頂き、職員は感度を高めて、普段の何気
ない会話の中から今の希望や何についての不
安を持っているか察知して、介護計画を立て、
本人が安心されて介護ｻｰﾋﾞｽが受けられるよう
努めています。

機会あるごとに必ず事務所に立ち寄って頂
き、現状の報告と相手からの要望や不安に
思っていることを聞き取りしたり、訪問が困
難な家族へは定期的な電話でのやりとりでｺ
ﾐｭﾆｭｹｰｼｮﾝを図っています。

外部研修会（社会福祉協議会・市介護保険課・
民間などが主催する）に各職員の段階に応じ、
また特別なﾃｰﾏについては希望者を選定して参
加しています。さらに参加した職員はﾎ-ﾑに持ち
帰り、皆で検討会を行っています。

他のｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑや職種の違う介護ｻｰﾋﾞｽ事
業所に見学に行き、困難事例や同じ悩みを
出し合い解決策を検討しあっています。良い
ところは積極的に取り入れていこうと思って
います。

3 (株)アーバン・マトリックス　評価事業部



福岡県　グループホーム　友愛

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己
外
部

項　　目
自己評価

23 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
25 （12） ○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

26 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

27 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

28 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

29 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

個別のファイルと介護日誌及び職員連絡帳を作成し
ています。介護日誌には日々の状態を時系列で記録
し（本人が行ったこと、援助したこと、会話したこと、ﾊﾞ
ｲﾀﾙ､食事摂取状況等）表紙には基本情報が一目でわ
かるようにして、気付きや変化に関しては職員連絡帳
にて情報を共有してｹｱに活かしています。

個々の生活様式は押し付けるものでなく、そ
の生活ﾊﾟﾀｰﾝはその時々で変化していきま
す。本人の状態や希望に沿うよう、都度経
過を見ながら、臨機応変に対応しています。

ｽﾀｯﾌが日常の見守りや援助するなかでの
気付きや本人の意志・家族の希望をくみ取
り且つ主治医との医療分野での連携をとり
ながら、課題と目標を設定した介護プランを
立てて、実践しています。

　介護計画は、本人・家族の要望を基に、主治医
の意見、職員の日常的な気づきを参考にしなが
ら、作成している。見直しについても、定期的、及
び状態変化に応じて柔軟に行っている。

入居者の意志を尊重してその要望を達成できる
よう努めています。そのためには、職員間での
情報の共有は欠かせません。特に言葉で表現
できない人やすぐに忘れてしまう人に対しては、
顔の表情や行動ﾊﾟﾀｰﾝによって理解できるよう、
常に職員の感度を高めてｹｱに当たっています。

　アセスメント時には、本人・家族に十分な時間を
とっていただき、思いや意向、生活歴等の把握を
行っている。困難な場合については、普段の暮ら
しの中で、何気ない会話やしぐさ、行動等から潜
在する思いを汲み取り、本人本位の検討に努め
ている。

独居暮らしが長く情報が得られにくい場合
がありますが、本人や家族から、これまでの
情報を出来るだけ収集し（若くて元気だった
頃やどんなささいな事でも）一定期間集中的
な見守りを行い、介護計画を立てます。

ひとつのことをﾁｰﾑを組んで、ｹﾞｰﾑをした
り、作業を行う機会を作り、良い関係になれ
るよう努めています。

退室後は連絡先を明確にしておき、その後
の暮らしぶりや近況を互いに知らせあって
遊びに来て頂いたり、こちらからも訪問して
います。また手紙のやりとりも行っていま
す。

4 (株)アーバン・マトリックス　評価事業部
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己
外
部

項　　目
自己評価

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

31 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

33 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

34 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

36 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

看取りの指針を作成して、全職員・家族・主
治医が今後起こり得る事と受け止めていま
す。また日頃より利用者本人及び家族に方
針を理解して頂き意向確認と環境づくりに努
めています。

　重度化や終末期にあり方について、事業所独
自の指針を作成し、全職員・家族・主治医と方針
を共有している。その内容は、入居者本人に関
わる全ての立場からの役割が明記されており、
重い現実と真摯に向き合う姿勢がうかがえる。

日勤帯と夜勤帯に分けてﾏﾆｭｱﾙを作成し
て、万が一の自己発生に備えて実施訓練を
全職員で行っています。またﾋﾔﾘ･ﾊｯﾄを活
用して事故防止に関する検討会も行ってい
ます。

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝとの契約により、専属の看
護師が24時間体制で日常的な健康管理を
行い、状態悪化時には、主治医との連絡調
整を行い、適切な処置ができるよう、体制を
とっています。

医療機関との文書による契約を交わしており、
入院時には、迅速に情報提供書を提出し、これ
までの病歴や生活習慣を知って頂きます。また
定期的な見舞いと病院担当者（主治医・看護
師）との面談を行い、家族との橋渡し役となり、
状態把握に努めています。

地域の所轄機関には、ﾎｰﾑの存在は認知され、
ﾎｰﾑＰＲの情報発信を行うと同時に、各機関か
らの援助・協力を受け易い環境作りを行ってい
ます。地域資源である公共機関（自治公民館、
福祉ｾﾝﾀｰ・植物園やその他）をﾌﾙに活用させて
頂いています。

本人や家族の意向を尊重した主治医に受
診していますが、特に主治医の指定がない
場合には、ﾎｰﾑ専属の主治医の定期往診を
受け、医療と健康管理を24時間体制で行っ
ています。

　かかりつけ医については、本人・家族の希望を
尊重している。特に希望のない場合は、事業所
の協力医の定期往診を受けている。また訪問看
護ステーションとの契約により、専属看護師の２
４時間体制での健康管理がなされ、日頃から適
切な医療が受けられるよう支援している。

多岐にわたるﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの受け入れ、ｲﾍﾞﾝﾄ行事
（敬老会・誕生会･ｸﾘｽﾏｽ会など）に家族を招待
し、食事や催し物を共に楽しんでいます。また普
段でも家族が昼食時に訪問されたとき、共に食
事をすることもあります。

5 (株)アーバン・マトリックス　評価事業部



福岡県　グループホーム　友愛

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己
外
部

項　　目
自己評価

37 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
38 （17） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

40 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

41 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

42 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

43 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

ﾊﾞﾗﾝｽの良い（栄養・量・おいしさ）料理を個性や
体調に気を配りながら提供しています。また水
分補給に関しては、常に摂取量に気を配り、お
出しするものがﾏﾝﾈﾘ化しないよう工夫（果物や
野菜のジュース・ｽﾎﾟｰﾂ飲料）しています。

朝食前や入浴後は、皆様の整容の時間をとって
います。また外出時には、お化粧もして、ご本人
の気に入った服装になるよう援助しています。
理容、美容については、特に希望がない場合は
定期的に美容師さんに来てもらっています。

季節に応じた旬の食材を選び、季節感を感
じて頂いています。ﾌｷやﾂﾜの皮むき・ｺﾞﾏす
り・ぜんざいの団子つくり・寿司具削りなど手
伝って頂き、出来上がり時には会話が弾ん
でいます。

　入居者の好みに応じ、体調に配慮した献立作り
を行うとともに、季節感が味わえるよう旬の食材
を活かした調理に努めている。出来上がりまで、
一人ひとりの力を活かした役割分担がなされ、各
自が出来る範囲での役割を担っている。

個性や能力を把握し、その人のﾚﾍﾞﾙに沿った介
助や働きかけに努めています。動作が遅くとも
自分で行おうとすることについては、ﾌﾟﾗｲﾄﾞを傷
つけることなく最後まで見守り続けることやうまく
表現出来ない部分については予想できることを
何件か質問し、本人に選択してもらっています。

ご本人の自主性を尊重し、ご自分でなさろう
とすることには、手を貸さず見守りだけにし
ています。出来たときには共に喜びを分か
ち合います。また必要な介助は声掛けしな
がら行っています。

非常災害に備えて、緊急連絡先・避難場所
を指定して定期的な訓錬を行っています。ま
た地域の自治会に参加して緊急連絡網を作
成し、近隣との協力体制を構築しています。

　昼夜の火災を想定した避難訓練、及び地震
等、自然災害を想定した自主訓練を実施してい
る。本年、スプリンクラー設置時、消防署と動作
確認は実施している。また隣人に協力依頼を行
い、協力体制については話し合われている。

その人の習慣・習性を理解し、悪い習慣であっ
てもその場で注意するような声掛は避けて、そ
れとなくその場から離し、他の事に関心を移す
よう努めています。また個人情報等の記録・取り
扱いについてはﾏﾆｭｱﾙを作成して、全職員が秘
密保持の原則を徹底しています。

　理念に謳われた「尊厳を守る」を念頭に、言葉
遣いや言葉掛けの場面・タイミングに、最善の配
慮を行いながら、一人ひとりの尊厳やプライバ
シーの尊重と保護に努めている。また個人情報
保護についても法令に則り、マニュアルを作成
し、記録物の取り扱いには配慮を行っている。
ファイルについては記名ではなく、番号で対応す
る等の工夫が見られる。

6 (株)アーバン・マトリックス　評価事業部
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己
外
部

項　　目
自己評価

44 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

45 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

46 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

47 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

48 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

49 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

50 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

主治医の処方により調剤薬局が定期的に訪問
して個人毎、朝･昼･夜・眠前に分けて梱包したも
のを職員管理のもとで服用しています。薬品名
や目的などは個人の薬箱正面にﾗﾍﾞﾙを貼り、
職員は服用後の症状や変化に気を配っていま
す。

行事計画を皆様に知って頂き、生活の目標を設
定してﾒﾘﾊﾘをつけていくよう努めています。①．
個々の趣味や特技を生かした役割を持って頂
く。②、全員で楽しめるもの（買い物・誕生会・季
節に伴う行事・ﾊｲｷﾝｸﾞ･ﾄﾞﾗｲﾌﾞ･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ)

皆様の要望や一人ひとりの健康状態に合わせ
て１日おきに対応しています。また浴室が楽しい
場所となるよう全国の温泉入浴剤を用いたり、
職員との会話に花が咲き、雰囲気の変わった、
ﾘﾗｯｸｽしたｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝの場ともなっています。

　入浴は、基本的には週３回、本人の希望や、そ
の日の体調に応じて行っている。ゆったりとくつろ
げる時間となるよう温泉の入浴剤を用いる等の
工夫を凝らしている。また職員も努めて会話が弾
むよう雰囲気作りを行い、少しでも楽しい時間と
なるよう支援している。

昼間に散歩や体操、など個人の能力や習慣
に応じて適度な運動に心がけています。体
調がおもわしくない場合は部屋か、ﾘﾋﾞﾝｸﾞの
ｿﾌｧﾍﾞｯﾄﾞで休んで頂きます。夜間は昼間の
適度な疲労が良眠を促しています。

現在ｵﾑﾂの方は居ませんが、定期的な声掛けによるﾄ
ｲﾚ誘導は失禁・失便の減少に効果があります。但しご
本人のﾌﾟﾗｲﾄﾞを傷つけないよう工夫しています。また
見守りが必要な方には、本人も納得のうえで、最後ま
で見届けています。深夜、頻尿や失禁の多い方には
転倒に注意しながらキメの細かいｹｱを行っています。

　一人ひとりの習慣やパターンに応じて、見守り
や誘導を行いながら、排泄の自立に向けた支援
を行っている。実際に、現在、オムツ使用者はい
ない。

排便のﾁｪｯｸは日々行い、料理を提供する際
は、消化の良い食材を選んで、献立してい
ます。また腸の運動を活発にするよう、毎朝
の体操と散歩は欠かしません。

毎食後の口腔ｹｱは欠かしません。その人
の能力に応じて介助しています。就寝する
際は義歯のある人は、ﾎﾟﾘﾃﾞﾝﾄで洗浄・消毒
してｹｰｽに収納てします。

7 (株)アーバン・マトリックス　評価事業部
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己
外
部

項　　目
自己評価

51 （21） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

53 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

個人差はありますが、それぞれに適した道具や物品を
揃えています。（歌本・習字ｾｯﾄ・五目盤・漫画本・ｶﾗｵ
ｹｾｯﾄ･輪投げｾｯﾄ･ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞｾｯﾄﾅ等）利用者によっては
基本的なことから介護計画を見直す方もおられます。
能力と意欲のある方は、個人的に満足を高められるよ
うﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟを図っています。

以前ﾘﾋﾞﾝｸﾞ横に堀こたつ風にした和室がありま
したが、好んで使用される方が少なく、失禁の
原因になるため､ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞにしてｿﾌｧﾍﾞｯﾄﾞを設置
すると、重宝がられました。またﾌﾛｰﾘﾝｸﾞのﾃﾞｯﾄﾞ
ｽﾍﾟｰｽには利用者同士の会話が楽しめるよう
ﾃｰﾌﾞﾙｾｯﾄを用意しています。

居室には使い慣れた家具や生活用品・装飾品
などが持ち込まれて個性豊かな空間となってい
ます。その反面、認知症が重度化するにつれ、
清潔さや安全を保つという意味では、部屋が簡
素になってくるのも否めません。

　各居室には、本人の好みや使い慣れた調度
品・日常品が持ち込まれており、本人本位の居
室作りを行っていることがうかがえる。

年賀状や季節のかわりめなどに、ご本人より家
族や知人宛に手紙を書くよう、ﾚｸの時間を利用
しています。電話をかけたいという人は稀です
が、こちらから声掛して、「どこに、誰に」等呼び
かけたりして導いています。

車椅子でも移動できる十分な空間がありま
す。ﾎｰﾙ･ﾘﾋﾞﾝｸﾞ･廊下には入居者と職員の
手作りｶﾚﾝﾀﾞｰや作品、行事や日常生活の
写真など展示しています。四季おりおりの花
や植物を何気なくかざり、調度品や家具など
家庭的なものを使用しています。

　ホールやリビングの共有空間は、明るく、ゆった
りと過ごせる十分なスペースが確保されている。
また室内には、季節の花や、入居者と職員の手
からなる作品が飾られ、暮らしに彩りを与えてい
る。

散歩・買い物・家族のもとへ一時的な帰省・
弁当持参のﾊｲｷﾝｸﾞ･ﾄﾞﾗｲﾌﾞ･市民ｾﾝﾀｰや公
民館で外部の方との交流に心がけていま
す。

　散歩は、日課となり、毎日午前中に行ってい
る。また入居者の希望に応じて、その日の天候
や体調を加味しながら、買物や、ドライブ、地域
の市民センター、公民館での催しに参加する等、
日常的な外出支援に努めている。

お金は大切であるという認識はありますが、所
持すれば必ず紛失するので、ﾎｰﾑでお預かりし
ています。個人差はありますが、ご自身のお金
を使って欲しい物を買うという人はごく少数で
す。買い物の楽しさを味わって頂くために、ﾎｰﾑ
共通の買い物に参加して頂いています。
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